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1 はじめに

「みんなの翻訳」(http://trans-aid.jp/)は，
世界中の文書をみんなで協力して翻訳するサ
イトである [4, 7]．そのために，みんなの翻訳
では，個人およびグループの翻訳者を支援す
る機能を実装することを目指している．みん
なの翻訳は 2009年 4月にオープンし，それか
ら 9ヶ月程度で，登録翻訳者が 1000人，登録
文書数が 3000文書を越えた．さらに，2013年
までには，図 1のような展開ができればと考
えている．以下では，まず，みんなの翻訳の概
要を物語的にまとめる．次に，みんなの翻訳
の今後の展開について述べる．

図 1: 利用拡大計画

2 みんなの翻訳の概要

2.1 翻訳支援

みんなの翻訳は，世の中の多数のボランティ
ア翻訳者を支援することにより，翻訳者が楽し
く翻訳ができ，その結果として，翻訳文書が
世の中に流通することを目的としている．

そのためには，まず，個人の翻訳者の翻訳
を支援するソフトウェアが必要である．その
ようなソフトウェアは，既に，「椎茸プロジェ
クト」[6]で開発されていた．特に，翻訳支援
エディタ QRedit [1] (図 2)は，高品質な三省
堂「グランドコンサイス英和辞典 (36万項目収
録)」の辞書引きに加えて，WikipediaやWeb
サーチを翻訳リズムを崩さずに利用できるこ
とから，翻訳時間を 20～30%削減することが
できる [7]．

図 2: 翻訳支援エディタ: QRedit

その他にも，翻訳に便利な機能としては，過
去の対訳を検索する機能があるが，それを実
現するためには，原文と翻訳文とから文アラ
インメント [5]を適用して対訳例を作成し，図
3のように検索すれば良い．なお，この対訳検
索システムは，中央大学大羽良氏作成のシス
テムをベースとしている．
更に，専門用語自動抽出ソフトウェア Ter-

mExtract [2]を利用し，日英の用語候補を抽
出し，抽出された日本語用語候補の英訳候補
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図 3: 対訳検索画面

を要素合成法 [3]により抽出し，もし，その英
訳候補が，TermExtractにより抽出された用
語候補にあったならば，英訳として採用する
という手順により，原文と翻訳文から高精度
で対訳用語を抽出できる (図 4)．

図 4: 用語抽出選択画面

このように，翻訳支援に必要な個々の機能
については，既に，自然言語処理の分野で開
発済の技術を利用すれば良い．
したがって，これらの技術を，誰もが利用で

きるようにすれば，世の中の多数の翻訳者を，
翻訳という側面から支援することができると
考えた．

2.2 翻訳共有

次に解決しないといけない問題は，翻訳文
書を共有する仕組である．そのためのツール

としては，Creative Commons 1によるライセ
ンス CCL (およびそれと類似するライセンス)
を利用した．CCLを利用することにより，著
作者は，自分の著作物に対して，その使用許
諾条件をあらかじめ宣言しておくことができ
るので，他人は，その使用許諾条件に従うか
ぎりは，自由に，その著作物を利用すること
ができる．
みんなの翻訳では，翻訳者に対して，自分

の翻訳文書を公開するときには「その文書を
翻訳し，その文書を公開してもよい」という
条件に矛盾しないライセンスを付けてもらう
ようにしているため，みんなの翻訳では，原
著者や翻訳者の著作権を尊重しつつ，翻訳を
共有できる．
このライセンスがあることにより，文書の

公開をしたり，対訳検索をしたり，用語抽出を
したりすることが自由にできる．

2.3 翻訳コミュニティの支援

みんなの翻訳では，グループによる翻訳を
支援するための機能として，同一の文書をグ
ループで編集する機能，用語をグループで共
有する機能，編集結果の履歴を比較する機能
がある．
用語をグループで共有する機能は，

NPO/NGO などで，複数人が，異なる文
書を翻訳しているときに，文書間で同一の用
語を使用するときに必要である．
次に，NPO/NGOなどでは，1次翻訳者が

翻訳した文書を，2次翻訳者が修正するという
ことをしているが，そのときに，みんなの翻
訳の同一文書共同編集機能を利用し，さらに，
編集結果の履歴を比較する機能を利用すると，
1次翻訳者の翻訳が，2次翻訳者によりどのよ
うに修正されたかを確認できる．また，翻訳
や英文和訳の授業などでは，生徒が訳した文
を先生が修正することがあるが，そのときに，
生徒は，先生がどこを修正したかを確認でき
る．したがって，1 次翻訳者や生徒は，自分の
翻訳結果と 2次翻訳者や先生の修正結果とを

1http://creativecommons.org/
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比べることにより，自分の翻訳技能を向上す
る機会がある．
また，みんなの翻訳では，翻訳者間でメッ

セージを伝達したり，文書にコメントをつけ
たり，質問応答をしたり，掲示板を作成するな
ど，翻訳者間の交流を促進する機能がある．こ
れらは，グループで翻訳をするときに，必須
な機能である．
以上，みんなの翻訳には

• 自然言語処理技術を利用した翻訳支援

• CCLによる翻訳共有

• グループ翻訳支援

の機能があることを述べた．

3 みんなの翻訳の今後の展開

まず，自然言語処理の観点からみんなの翻
訳の展開について述べる．
約 10ヶ月の運用と改良により，みんなの翻

訳は，個人の翻訳者および小規模なグループ
による翻訳については，必要な機能は，一通り
網羅できていると考えている．今後は，各機能
を向上させるとともに，その評価をする予定
である．つまり，翻訳支援機能の実装のフェー
ズは終ったので，次は，みんなの翻訳をフィー
ルドとして，それらを評価する予定である．
次に，翻訳者のための翻訳支援機能は実装

したが，読者のために読みたいものが読める
機能の実装は不完全である．みんなの翻訳で
公開されている文書は既に 1300以上なので，
これらの文書に簡単にアクセスできるような
機能が必要である．
また，現状，みんなの翻訳は，日英と英日

にしか対応していないので，それを多言語に
拡張する予定である．
次に，みんなの翻訳の利用者の拡大という

観点について述べる．もともとみんなの翻訳
はオンラインのボランティア翻訳者に向けた
ものであり，その面では，以下のように拡大を
はかる．

• NPOや NGO．現在もいくつかのグルー
プが利用しているが一層の拡大をはかる．

• ブログなどで関心のある文章を部分的に
翻訳している個人．こうした人々に対し
ては，翻訳したい文章を指定してからみ
んなの翻訳を呼び出せるブックマークレッ
トを作成することで展開をはかりたい．

それ以外に，みんなの翻訳が提供する枠組み
と親和性が高いユーザとして，以下が考えら
れる．

• 共訳による出版翻訳，及び一定の主題を
継続的に翻訳出版している出版社．有用
性はすでに実証されている．

• 大学のゼミにおける文献購読と翻訳．現
在，複数の大学・大学院のゼミで活用さ
れている．

• 高校レベルでの英文和訳学習．翻訳と英
文和訳は異なるし，高校英語には到達目
標があるので，みんなの翻訳を活用でき
るかどうかはさらなる検討が必要である．

最後に，みんなの翻訳の運営という観点か
らは，永続的な運営を可能とする枠組を確立
したいと考えている．
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